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２６春闘満額獲得に向けて 

本部檄励に行きました！！ 
 

 工務部会は、２０２６ＪＲ総連春闘勝利、ベア定額 18,000 

円を満額勝ち取るために第４回常任委員会において｢賃金はた 

たかって勝ち取るものであり、私たちの日々の努力を会社に訴 

えるべきだ｣と確認しました。この思いをＪＲ東労組 本部交渉 

団へ届けるために、檄紙を取り組み、本部事務所へ檄励に行き 

ました！！ 

会社はこの間の交渉で｢人事･賃金制度見直しにより全社員の職務能力給を１万円以上

増額し、給与ベースを引き上げる。他の手当等の平均支給額も増額になることを踏まえて

検討する｣と述べています。しかし、これは私たちが求めた施策ではなく、施策とベアと

は全く別物です。さらに過去最高の営業収益を上げながら｢営業利益は２５億円の減益。

もう一段の増収とコストダウンに向けた努力が必要｣と私たちにさらなる努力を求めてい

ます。しかし実際は｢営業費用は経営判断で大きく変えられる｣｢必要な修繕費を要求して

も、現場に十分に配分されない｣｢その不足を現場が創意工夫で補っている｣というのが実

態です。不動産投資などでの影響で営業利益が減益と言われても、設備を保守する私たち

現場は納得しがたいという声が多く出されました。社長会見では｢コロナ期の影響をすべ

て取り戻すべく交換･修繕を実施する｣と述べていますが、ＪＲ本体・パートナー会社・メ

ーカーを含む現場の体力や人手不足の現状を、社長は本当に理解しているのか疑問です。

予算をつけただけでは、 実際の作業は進まず、現場の負担が増えるだけです。会社は｢利

益｣と｢収益｣の言葉の違いで誤魔化さず、物価上昇に追いつかない組合員･社員の生活実態

を直視すべきです。要求の満額獲得に向け、最後まで奮闘しよう！！ 

 
 

安安全全でで安安心心ししてて働働けけるる職職場場をを  

  

未未来来にに残残すすたためめににもも  

  

ＪＪＲＲ東東労労組組にに結結集集ししよようう！！！！ 


